
まちの話題

3/26 みんなに愛される道の駅へ
～道の駅あらお（仮称）基本構想の答申～

　道の駅あらお（仮称）基本構想等策定委員会の
波
は づ み

積委員長と山
やましろ

代副委員長から、「道の駅あらお
（仮称）基本構想（案）」が答申されました。これ
は本市のさまざまな課題解決や市民・来訪者ニー
ズに対応した道の駅のあるべき姿の指針として、
各委員の視点からいただいた意見や提案を取りま
とめたものです。この答申を受け、市では道の駅
あらお（仮称）基本構想を策定しました。今後は、
この構想に基づいた基本計画により、具体的な道
の駅整備に向けて検討していきます。

▶
浅
田
市
長
（
左
）
に
答
申
書
を
渡
す
波

積
委
員
長
（
中
）
と
山
代
副
委
員
長
（
右
）

3/19 図書館がみんなのもとへ出張します！
～市立図書館の本の出張貸し出し～

　新型コロナウイルス感染拡大防止による一斉休
校の中、放課後児童クラブで過ごす児童に新たな
図書との出会いや読書になじんでもらおうと、市
立図書館から市内の全10カ所の放課後児童クラ
ブに本の出張貸し出しが行われました。
　小鳩児童クラブに本が届くと、桜山小の荒

あらひら

平 歩
あゆむ

君（4年）と井
いのうえ

上真
ま さ き

希君（3年）は「本を読むの
が好きなので、いつも行っている図書館が閉まっ
ていて寂しい。たくさん本がきたから早く読みた
いです。」と話していました。

▶
図
書
館
司
書
が
選
ん
だ
30
冊
の
本
が
各

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
届
け
ら
れ
ま
し
た

4/6 生まれ育った荒尾へ恩返しを
～市へピアノの寄贈～

　荒尾商工会議所の前会頭で、現在は顧問の那
な す

須
良
りょうすけ

介さんから、長年の産業振興功労により2019
年秋の叙勲で旭日小綬章を受賞した記念にと市へ
グランドピアノ1台が送られました。3月19日に
は市役所で贈呈式が行われ、那須さんは「市には
お世話になったので、これからも一市民としてサ
ポートしたい」と話しました。ピアノは那須さん
の母校である海陽中の音楽室に置かれ、今後の授
業で使われます。海洋中音楽教師の金

かねしま

島宗
むねはる

治先生
は「とてもありがたい」と感謝を示していました。

▶
秋
に
あ
る
合
唱
大
会
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
の

練
習
で
は
生
徒
た
ち
も
使
用
し
ま
す

地域の活動　掲示板　
ペタンク大会 ボウリング大会

グラウンドゴルフ大会

八幡地区協議会

府本地区協議会

よかまち中央会

有明地区協議会

2/92/9

2/2

歩け歩け大会

2/2

　午前に小学校で、午後に中学校で入学式が行わ
れました。今春、市内では中学校へ413人、小学
校へ397人が入学。新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、新入生たちもマスクをつけての
参加となりました。中央小の山

やまぐち

口校長は「皆さん
の入学を心待ちにしていました。元気よくあいさつ
ができ、人の話が聞ける子に育ってください」と式
辞を述べました。四中入学式では、新入生代表が
「今後の学校生活を楽しみたい」と新生活への抱負
を語りました。

4/9 輝く未来に胸躍らせて
～市内小・中学校入学式～

▶
名
前
を
呼
ば
れ
大
き
な
声
で
返
事
を
す

る
中
央
小
新
入
生
た
ち

1・3_緊張の面持ちで入学式
に参加した四中新入生　2_ 担
任の先生を前に目を輝かせる
児童　4_小学校入学式では、
市民から寄付されたキッチン
ペーパーを使った手作りマス
クが配布されました。

1

2 3

4

3/23 行方不明者を見つけるために
～捜索活動に関する協定書の調印式～

　荒・玉地区社会福祉施設連絡協議会と「行方不
明高齢者等捜索活動の協力に関する協定」を締結
しました。これは、認知症高齢者などが行方不明
になった場合に、市と協議会で情報を共有し、協
力して捜索活動をすることで、行方不明者の早期
発見と保護を目指すものです。
　久

く さ が

佐賀眞
ま り

理会長は、「市と協力して細やかなネッ
トワークを作ることで、みんなが安心して暮らし
ていける地域づくりに貢献していきたい」と抱負
を述べました。

▶
調
印
書
を
手
に
す
る
久
佐
賀
会
長
（
左
）

と
浅
田
市
長
（
右
）
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